
介護リフォーム
自治体助成金を利用する

じいじ、ばあば、

知らないと損するよ！

扉の段差部分に式台を置いて対応して
いましたが、スロープを設置して段差を解
消することにより、介護者、介助者共に安
全な経路を確保することができました！

地域 システム名（事業者名） 支援方法
介護保険
住宅改修費

住宅改修
（実質最大）

補助対象者要件

神戸市 住宅改修助成事業 補助金 20万円 80万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

明石市 高齢者等の住宅改造費助成事業 補助金 20万円 80万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

西宮市 人生いきいき住宅改造助成事業 補助金 20万円 80万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

芦屋市 住宅改造費助成事業 補助金 20万円 80万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

加古川市 住宅改造費助成事業 補助金 20万円 80万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

稲美町 住宅改造費助成事業 補助金 20万円 80万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

播磨町 住宅改造費助成事業 補助金 20万円 80万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

三木市 住宅改造費助成事業 補助金 20万円 30万円
所得600万円以下（給与800万円以下）

　　　　　　その他要件あり

※各自治体とも、助成対象経費の額に対して、世帯の課税状況により助成率が異なります。
※住宅改造助成金の申請は、原則として1軒の家に対して1回限りです。

　　　　身体障害者手帳の交付を受けた人 　　　　要介護の認定を受けた人
　　　　療養手帳の交付を受けた人 　　　　要支援の認定を受けた人
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玄関

扉段差

廊下等
手摺り

トイレ

外部
段差

ちょっとした段差
でも高齢者にはケ
ガの元！スロープな
ら車椅子も安心！

介護用のトイレは座面が高
い方が将来的には安心です
ので取り換えるなら検討を。
手摺りの選定は、左右どちら
に支障があるかなどをつむ
ぎの担当専門家さんと一緒
に相談して決めていきましょ
う。介助スペースを広めに取
れればなお安心です。

手摺りをどこ
に付けるかが

ポイント！
相談してね

基本の基本は
『踏み台』 ＋
『手摺』。これ
で難しくなった
ら次のステップ

古い住宅では玄関段差が大きく作られています。自分で動
いて健康を維持できる間は『踏み台』と『手摺』で昇降運動
を続けましょう。身体機能が更に衰えてきたら、玄関用スロ
ープや段差昇降機などが有用になってきます。

つむぎがこれまでに施工させて頂いた介護
改修の事例をご紹介します。
ただ、これらは誰にでも当てはまる改修では
なく、お一人お一人の身体状態を自治
体担当職員などが見定め、現地立ち合
いの上で必要な工事内容を決めていく、
というステップが必要なのです。生活の中で
「ここに不自由を感じている」と思われると
ころがある方はメモなどに書き留めておき、
準備をしておくことが大切ですよ！

家に入る前の一番の
難関、外部階段。

握りやすく滑りにくい
材質がおススメです。

坂の多い地域によ
くある道路から玄
関までの外部階段。
玄関アプローチま
では手摺りを取り
付ける、滑らない材
質に変更する、など
の対応が出来ます。
それでも上り下りが
困難になった場合
は電動昇降機をも
考慮に入れる必要
があるでしょう。

浴室
高齢の方が使用する浴室
に大切なのは、転倒防止、
立ち座り補助用の手摺り。
その方の入浴方法にあわ
せて設置場所を決めましょ
う。また、滑らない床材にす
る、浴槽のまたぎ込みを低
くする事もとても有効です。
可能であれば高齢者用ユ
ニットバスを設置できれば
なお安心です。

浴室は危険がいっぱい。
十分検討しましょう！

使用する人の持ち
やすい高さ、太さな
どが合わないと宝
の持ちぐされに！
事前調査が大切。
身体が不自由になると家中に手摺りが必要になってきます。
その方の身長などにあわせた高さや、握りやすい素材、太さ
などを考えていきましょう。手摺りを付けることによってスペ
ースが狭くなるデメリットもあるのでよく相談しましょうね。

その他、
バリアフリー化項目として、和室をフローリ
ングにして高さを合わせる、開き戸から上
吊りの引戸に替えてレールの無いフラットな
状態にするなどもあります。
上肢が弱くなってきた方には、扉の握り球
をレバーハンドルに替える、視覚障がい者
の方には家具を固定式にする、など個々の
障がいによって出来る事は沢山あります。
どんなことでも一度ご相談下さい。


